
第 3 回地域保健対策 検 詮議事 ; 嫡 

日時 : 平成 1 7 年 4 月 2 7 目 ( 水 )  1 0  : 00 ～ 1 2  : 00 

場所経済産業省別館 944 号会議室 
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実施することが 可能となると 考えられており、 健康的な食生活，身体活 

動・運動によって 生活習慣病を 減少させる施策を、 重点政策として 位置付 

ける国が増えている。 また、 2 0 0 3 年 5 月の WHO 総会で「 WHO た ば 

こ 規制枠組み条約」が 採択され、 我が国も 2004 年 6 月にこれを批准し 

た。 このようなことから、 地域保健における 生活習慣病対策は、 喫煙問題 

も含め、 その重要性が 益々高くなってきている。 

0  これら国内外の 地域保健の新たな 潮流に即して、 我が国の地域保健におい 

ても、 その基盤を揺るぎないものとし、 住民の健康と 安全を確保するため、 

感染症対策等の 健康危機管理対策及び 生活習慣病対策を、 それぞれ担 える 

だけの体制や 制度の整備が 必要となってきている。 

0 地域における 今後の健康危機管理のあ り方として、 地方公共団体は ，専門 

技術職員の配置や 職員の資質向上によって、 多様化、 高度化している 健康 

危機の発生を 未然に防ぎ、 その拡大を早期に 抑えることについて、 適切に 

対応すべきであ る。 そのため、 地方公共団体は、 医師会・医療機関等の 協 

力を得て、 保健所、 地方衛生研究所等を 中心として、 平時には情報収集や 

分析、 監視業務等を 通じて健康危機の 発生を未然に 防止するとともに、 所 

管区域における 健康危機管理を 総合的に行 う システムを構築し、 また，健 

康危機の発生時にはその 状況を把握し、 地域に存在する 保健医療資源を 調 

整して、 関連機関を有機的に 機能させることが 期待されている。 

0 今後の地域保健に 関する計画のあ り方を考えたとき、 都道府県は、 これま 

で以上に地域保健・ 医療における 広域調整の役割及び 責任を積極的に 担う 

ことが期待されており、 限りあ る保健医療資源の 中で必要な地域保健対策 

を 着実に、 かつ、 効果的に進めるためには、 都道府県地域保健計画の 位置 

付けを明確にすることが 必要となっている。 また、 地域の抱える 健康課題 

を明確化するための 方法論を確立し、 それらの健康課題に 即した調査及び 

研究の推進を 図るとともに、 科学的な根拠に 基づいた地域保健対策を 講じ、 

実効性のあ る事業展開を 図ることが必要となっている。 

0  これらのことから、 生検討会では、 地域保健の向上に 関する事項のうち、 

地域における 健康危機管理のあ り方及び今後の 地域保健計画のあ り方の 

2 点について優先的に 検討し，今回、 ここに中間報告を 取りまとめたとこ 

ろであ る。 
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